
4 ビ ツク、ラウン ド、ベーラによる乾草の収穫利用

技術           (畜 試 飼 料機械部 )

牧乾草の相包能率が高く、名洵化が可能を、 ビ ッタ、ラウンド、

ベーラが、良質乾草、良質牧草サイレージづくりに有効であること

を明かにした。

( D 背景 と 特 徴

天 日地干 し乾草は低廉である。しかし我が国の湿潤で変り易い天候のために、機械化による大量

調製 と良質乾草の収後とい う面では達成水準は低位のままである。これらの技術改善のために、ビ

ック、ラクン ド、ベーラを基幹とした作業技術の体採化 を試み、能率向_Laる いは省力化、良質乾

車の収穫など有効″膨 ミ認められたので普及奨励事項に移す。

2 ) 技術 の 内 容

1)ビ ック、べTラ方式は相包能率が高く、収桂量の拡大ができる。また省力化が可合ヒで、労働力

装備を縮少できる。このことは生産費にも及んで低廉となる。 (表 1)

2)こ のベーラには、ロール、ヘイ(ベー ラで円柱形に柄包された乾草 )の直径の大きさを変えら

れない定径型 と自由に変えられる可変径型がある。

定径型はロールの密度が比較的に小さいために、通風による仕上げ乾草を行 多場合に向 く。

可変径型は材料が重 くなる半乾草の相包を良 く行なう場合に向 く。

3)こ のベー ラは、乾草拾上げ、かき込み能力が高 く、これが高能率につながる。ベーラ前作業の

集草をサイド型レーキで巾90～ 120御、高さ 30餌 程度で 1紹 当たり2.5～ 3均 の草量の集車

グUを用意することにより、ベーラ作葉は時間当た夕13～ 15ロ ール、 6.5～ 7.5↓の高能率で

トラブルなくイ号多ことができる。

4) ト ワイン使用量は、通常ヨンタくタ ト、ベーラの
を

～
者ですむ。 しかし多く巻いブと方が、 ロール

の形が くずれな く、稲パインダ用などの細 くて安いものの利用も良い。

5)傾 斜地では、四輪駆動 トラタタを用いることにより、部分的に 18～ 20度 の傾斜草地まで適

合できる。ただし、ベー ラ自重 1.4～ 1.7↓で荷重 0。4～ 0。6tの 大型機の場合、 ト ラクタは自

重 3.5t、 80馬 力程度が必要。

6)8～ 10度 以 上の傾斜では、ベー ラは上下走行作業だけになるので、それができるように集草

作業では工夫がいる。ロール放出は 0～ 5度未満の後斜面で行なう。

作葉能率は平坦地の 25～ 55%減 で 5.2～ 3.13/hr程 度 となる。

7)ロ ール、ヘイは多少の雨を被むっても影響が小さいため、ベール作業 とその後の収納、貯威を
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分離して後日に回すことができるため、ベーラ作業可能 日の仕事量の拡大と期間中の稼動効率の

拡大が図られ、この方式の利点である。なお、草地に放置するロールに用意した ビニール袋を被

せることは簡便に行われ (約 20ロ ール/時 、人 )有効である。

8)ロ ール、ヘイの取扱いには機械力を要するが、仕事の単位が大 きいために能率的である。草地

でロールを拾上げ、運般 し、堆積 してピニール、シー トで被覆する作業の能率は、 1人 作業で 3

ロールずつ運般する方法で36ロ ール処理に約 6時 間を要する。 (2.3～ 3.Ot/時 、人 )。

ハンドリング機械は、 ト ラタタ前装型の フロン トローダ(70PS級 トラクタ所要)後 装型の

ベール、ハンドラー
(80PS級 所要 )が有効で、いずれも3段 までの積上げができる。

9)ロ ール、ヘイの給与は、製作した専用草架を用いて、そのなまの姿で行 う方法が 、 省 力餃

ロスも少ない。解体は入力によつても簡単であるが、製作した工/ジ /付 解体機を用いてより省

力、能率 よく行い 、再梱包や切断、あるいは給与に向けることができる。

lo)ロ ール、ヘイの野外貯蔵は 、ビニール、シー トを敷いて土壊水の蒸散を断つかヨンクリー ト床

に、丸木や古タイヤなどのスノコを敷 いて行 う。 雨水を防ぐビニール、カパ~、 シー トには、

ロール自体からの蒸散水を放出できるような工夫を行多。

11)含 水率 20%を 越す材料のロール、ヘイは、貯威中に,一ルの中、外層にカビを生ずる。中心

部は、発熱によつて暗褐色化、炭化がみられる。

12)含 水率25～ 30%を 越す半乾車ロールは、どニール、シー トを用いた密封貯蔵によるサィレ

ージ化が有効である。この場合、ロールの径拡小さく抑えて重さを調節する。密封貯蔵のために

積むロールの努は、シートの数に合せて決めるが、鳥害で密封が損われないようにネットを張る

ことは必須である。

13)1人 作業草地の ロールを拾って運搬 し、堆積、密封する作業の能率は、 6ロ ールの処理に 5時

間 59分 、時間当たり現物 1,168し、乾物 712均である。

作葉時間の 28%は 密封作葉である。

14)ロ ール、サイレージは、表面積が小さいために、ヨ/パ ク ト、ベール、サイレージに比べて、

カビ発生などによるロスが少なく、品質は良好に安定し、好気状態での二次発酵の発生も遅い。

ロール密度が乾草 より大きくなり、草架での食いこぼ しが少なく、刈遅れ牧草などの し好性の改

善がみられる。

15)含 水率20～ 30%の 極 く低水分な半乾草は、乾物当たり1%の ア/モ ニア処理によつて、処

理後は好気的貯蔵によるカビ発生や変数を抑えることができる。

16)ア ンモニア処理は、堆積したロールをビニール、シー トで覆った中に、ポ/べ からゴムホース

とステ/レ スと入管で導いて注入し、最後にシートで密封処理する。密封状態は、外気温 6～15

度のとさ約 1ケ 月、16～ 30度 で 2～ 3週間保持する。
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17)ア ンモニア処理草は消化率が改善される。刈遅れ牧草では乾物比3～ 4%、 イナワラでは 5～

7%の 添加処理で最大効果が得られる。

(D 指 導上の留意点

1)試 験では、公共的大型草地を想定し、大型サイズで体型化を行つたが、中J 型ヽ ビッタ、ベー

ラも販売されており、中、小型サイズの体系化は可能、同様に有効性が認められる。

の ハ ンドリング作棄 トラクタは、作案中に重心が高く移動して、転倒の危険が有るので、安全フレ

レームを装着する。

3)夏 季高温時に、含水率25%程 度の材料草をベールした直後に、密閉型で昇温し易い乾草庫に

収納することは、発火、出火の危険が高い。

4)ア /モ ニア処理は野外で行う。

(り 関 連試験課題

高性能機械施設の効率活用による乾草調製とその流通方式

ほ〕参 考 資 料

岩手県畜産試験場試験成績概要書  (昭 和 55)

0 主 要成果の具体的図表

1)生 産費用の比較

コ ンハク

トベ ー ラ

方  式

ビ ッ タ . ベ ー ラ方 式

生 量  が  左  の
lp倍 1 . 1 倍 1。3倍

償 却  費 6.72 8.80 8,00 6.77

修  繕  費 2.31 2.74 2.49 2.11

労 働  費 9.26 6.37 5,79 4.90

燃 料 油 脂 1.30 1.60 1.6o 1 .60

利 子 ・税 1.97 2.32 2.12 1 . 8 0

草 地  費 15p0 15。00 15p0 15.00

肥 料  費 6.50 6.50 6.50 6.50

資 材  費 0。80 0.80 0.80 0.80

計 43.86 44。03 42.20 39。30

労働除 く計 34.60 37.66 36。4ユ 3 4 . 4 8

( 説 明 )

1 畜 試の技術指数を用いて計算

した。

2 乾 草生産量は実績か 第11,o00

降 としてヨンパタ ト方式の基準

とした。 2回 刈で延面積 106ha。

3 ビ ッグ、ベーラ方式化では適

期刈一→ 多回刈 (2.5回 )で基

本面積を変えずに 10～ 15%の

生産量拡大ができる。

4 面 積制約がなければ、 30～

50%の 生産量拡大ができる。

5 ト ラクタなど機械と労力は、

サイレージなど他作葉へ も向け

られるため、乾車の負担分は

5 0 % とした。
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備装械機①表付

購入価格
方 式 別 装 備 内 容

償却年数
ヨ ン パ ク ト ピ グツ

ト ラ ク タ 7 0 P S 級

″   6 0 P S 級

″   5 0 P S 級

モーア、コンテッダ、 レーキ

フ  ロ   ン   ト  ロ  ー  ダ

タ  イ   ト   .  へ 〔 ―  ラ

ビ ッ  グ   . ベ  ー‐ ラ

4,400

4,100

3,800

4,350

920

850

2 , 5 0 0

4 ,刻 0

1 台 X O . 5

l  XO.5

1

各 1

3  XO。 5

1

2 台 X O . 5

1  × 0.5

各 1

3  XO.5

1

1

8 年

〃

″

各 5 年

10年

8 年

″

″

各千円 計   1 7 , 0 6 0 千円 計   14,380千 円

(2)

コンパタト:名べ
ほ子:食草:f艦居革盟:三身号::‖搭居|×1/2=2,帥,000円

ビ  ツ  グ:篤べ
十三子iチt革:1岳骨:暑革i:::亘

3,i!‖
1器格呂I Xろ==1,980,000円

可変径型ベーラと定径型下―ラの機能の概要

可 変  径  型

◆ヽ
B C : ベ ールチ ャンパ

P : ピ ッタア ッノ

F:フ ロアチ ェ
ー /(下 ル ト)

型径定

ノ
ノ ｀

∩
日

日

じ

… 29‐―



(3)型 式別べす ラの相包密度 と銘柄など

型   式 柄 包 密 度 銘 柄 ( と 径 の 大 き さ )

可変径型
140降/が

(  1 1 0～ 19 0  )

― ホ ラン ド8 5 1

-   ミ   ヤ 605

ス  ト  ン 5500

(

(

(

1 6 0伽 )

1 8 3御 )

1 5 0御 )ヘ

定 径 型
120降/が

( 10o～ 155 )

キセ キ ●ウェルガ~ R  P  1 8 0 ( 1 8 0 伽

ス ター T R B  1 2 1 0      (  9 5 御

)

)

3

2

梱

包

時

間

　

　

　

間時葉

別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

義
　
　
　
　

、ヽ
、

は
、
１
／

／
　
　
　
妙

♪
　
　
　
　
　
　
　
間

　

ｏ
　
　
　
た

ウ
　
　
　
　
　
　
。
　
時
　
る
　
　
　
当

日

間

♪

の

際

ず

　

包

ド

時

り

も

実

乗

　

梱

々

搾

球

猟

駒

・
２６６を

　

覗

ぐ

梱

梱

な

な

１

　

の

勧
つ
的
帥
帥
却
　
ヤ

リ
　
ベ
　
ぐ

７
ｒ
ｌ
ヽ
＼

　
　
　
弱

1     2     3 駒

ウイ/ド ロウ″当たりの草量

梱  包  注 う トワイ /巻 き 放 出 計

1 番 草
2 分 3 4 秒

(2分 あ秒 ～3′05″)

2 秒

1 ′1 8 ″)

1 分 0

( 5 4 ″ ～
43秒

(  3 2″ -  5 8〃  )

4 分 1 9 秒

( 3 ′5 1 ″～ 5 ′2 1 ″)

2 番 革
3分 20秒

( 2 ′4 0 〃～4 ′0 8 り
1 分 0 5 秒

( 5 8〃
 ～

 1′1 0″)

46秒

( 31″ - 54″  ) (4′8夕土古えあ″)
注)せ ん回などを含む (梱包時間のうちのせん回時間の割合は約21%)

(6)タ イトベーラとの作業能率の対比

梱  包

2

作  業  能

3     4     5

率  (t/時 間 )

最  平    最

中

大

ビ ッ グ

ラ ウ ン ド

ベ ー
ラ

ロ ー ル

の

大きさ

( 降 )

100

200

300

400

500

中

中
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(7)傾 斜適応 とトラクタス リップ率 (右 )

傾 斜  度 作 業 限 界

>2 0 °

1 6  >

8 >

5 ≧

初期作葉、登坂作棄のみ可。

登降坂作業が可。

等高線作業、登降坂作業が可。

作業は安全。 ロール放出は可。

(8)1人 作業によるロール .ヘ イ収納貯蔵の作業能率

ロールの「拾上げ―→トレーラ積込み一→運搬一→野外堆積 ・被覆」の作業能率

X2:運 搬事の積載 ロール数

２

　

０

　

８

　

６

　

４

　
　
２

ス
リ

ッ
プ
率

（％
）

ω

（格

）

作

業

能

率

X 2 = 9

x 2 = 6

X 2 = 3

X 2 = 2

Y = 5 , 7 2 0 0 - 0 . 0 0 0 9  X l + 0 . 2 6 3 3 x 2

x 運 搬 距 離 ( 初)

(10)ハ ン ドリ/グ 機械

7

6

5

4

フロント●口~ダ ~(首 振 り型 )

登 坂走行

トラクタ

MF l104-4WD

程行 問時 明説

送

レー ラヘ 積 込 み

搬

荷下しとロール積上げ

シ ー ト 敦 被 覆

2 0 分 0 0 秒

54 ′ 24〃

95 ′ 24〃

0 ′ 4 8 〃

100 ′ 00″

27 ′50〃

272秒 X12回 (900初 /回 )

477〃 × 12回 (1回 当た り3ロ ール× 12回 =36ロ ール )

304〃 X12回

550〃 × 12回

計 358′ 26〃 (5時 間 58分 26秒 ) 1相 当たり 9分 57秒
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(11)草 架 (岩手畜試製作 )

型 車 架

( 1 2 )解

岩畜試式解体機

日新農被式 アンローラ

(13)野 外貯蔵の方法とカィギー ・シー

北農試式ルーズナー

NHタ プ ・グラインダー
(粉 砕機 )

架草式置定動

　

機

移

体

卜工夫の 1例

,ンデン ヽ

〉

′ノ

ピニ ~ル シー ト

(14)ロ ール半乾草サイレージの品質

品質G褐 虫各25点 満点)

6 / 6

〃

7/18

1ル/11

1番車 Pe or主

〃        〃

〃   Or 主

2 番 車  ″

土中埋蔵 (3梱 平均 )

1梱 ビニール密封

″

3相 堆積ピニール密封、ビンホールあり
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３。

　

　

如

温
　
度

　

（
℃
）

(15)処 理別 '一 ルの解封放置状態での温度変化

40

低水分( 2 3 . 2 % ) アンモニア
処 理 ロー ル

経 過 日 数 ( 日)

(16)ァ ンモニア添加半乾車の乾物消化率のの と乾物中の飼料成分の佑)

く テ
| 高水分 (47.7%)

料試 名 粗賓自 NFE 組織控

中水分材料1%添加

″   2% ″

″  4 % ″

15.5

19.1

17_4

40.5

38.0

3866

30.4

29.5

30.4

10

12

高水分 中水分 低水分

1% DM

2% DM

4% DM

45.2

43.1

57.7

4 1 . 2

51.0

6 1 . 0

41.6

45。7

55。4

(17)ビ ッグベー ラ方式 とヨンパク トペー ラ方式の作業 内容の対比

梱包のみ

6,375峰 /時

運搬 ・貯蔵まで

1,912し/時

1,319町 /時 ・八
4 3 ロー ル

19,12写K夕:

ビックペー ラ
ー うんばん ・貯蔵 (1人 )

補     助 ( 1 人 )

3,219降/時

536峰 /時 ・人

1ちt培子魯R〕
~ル

ヨンパク トベ~ラ  (1人 )

う ん ば ん  ( 2 人 )

格     納  ( 3 人 )
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18)ビ ッグ ・ラウンド●べ~ラ を利用 した技術体系

モーア ヨンデ ショナ ジ ャイ ロ ・テ ッダ サ ィ ド・レー キ

フ レ ィル モ ー ア

トレー ラ

トラ ック

ビッグ ・ラ
ベ ー ラ

ウン ド

拾 上  い

フ ロ ン トロー ダー

ベ ール ハ ン ドラー

(サ イ レー ジ化 )

爵粛建積 「
~~

l

「~~~~~~~~」
,   :

r …」

再 梱  包

タイ トベーラ
ヘ イプレス

グ

ダ
ヽ
／

ブ

イ

タ

ラ

一

「‐」
L」

|ベ
ール ●ア/ロ ー ラ

|ベ
ール ●ルーズナ
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